
去
る
六
月
十
八
日
、
各
サ
ー

ク
ル
の
代
表
者
が
集
ま
り
、

埼
玉
C
S
C
交
流
会
代
表
者

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

会
議
で
は
、
平
成
21
年
度
活

動
計
画
の
協
議
、
新
年
度
役

員
の
選
出
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

平
成
21
年
度
活
動
計
画
と

し
て
は
、
①
第
3
回
フ
ェ
ス

タ
を
10
月
10
日
、
11
日
の
2

日
間
開
催
、
②
「
ま
な
び
ピ

ア
in
埼
玉
」
（
10
月
30
日
～

11
月
3
日
）
へ
の
協
賛
参
加
、

③
「
国
際
公
開
大
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
in
埼
玉
」
（
11
月
13

日
～
16
日
）
で
作
品
展
示
、

④
学
生
新
聞
の
隔
月
発
行
、

⑤
面
接
授
業
の
開
講
科
目
に

つ
い
て
、
学
生
の
要
望
を
取

り
ま
と
め
る
た
め
「
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
委
員
会
」
を
設
置
す
る

こ
と
な
ど
が
了
承
さ
れ
た
。

ま
た
、
新
年
度
の
役
員
選

出
で
は
代
表
に
篠
田
安
彦

（
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読

む
会
）
、
副
代
表
に
森
岡
加

代
（
埼
玉
同
窓
会
）
、
笹
原

誠
二
（
サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
）
、

上
倉
清
一
（
ト
レ
ヴ
ィ
の
会
）
、

増
岡
法
子
（
う
え
る
か
む
）
、

大
竹
紀
夫
（
放
送
大
学
熟
年

会
）
、
会
計
に
相
川
智
子

（
健
康
体
操
研
究
会
）
、
会

計
監
査
に
福
島
米
美
（
健
康

体
操
研
究
会
）
、
事
務
局
長

に
若
松
豊
（
放
送
大
学
熟
年

会
）
の
諸
氏
を
選
出
し
た
。

第
3
回
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い

て
は
、
前
回
の
フ
ェ
ス
タ
と

ほ
ぼ
同
様
の
大
綱
が
決
定
さ

れ
た
。
10
月
10
日
に
実
施
す

る
公
開
講
演
会
に
つ
い
て
は
、

世
界
天
文
年
に
ち
な
み
放
送

大
学
の
海
部
教
授
に
「
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
と
宇
宙
の
果
て
」

（
仮
題
）
で
依
頼
す
る
こ
と

な
ど
が
協
議
さ
れ
た
。

各
サ
ー
ク
ル
の
提
案
内
容

の
調
整
等
を
行
う
た
め
次
回

代
表
者
会
議
を
7
月
21

日

（
火
）
午
後
1
時
半
か
ら
八

階
講
堂
会
議
室
で
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

※
埼
玉
C
S
C
交
流
会
は
、

学
習
セ
ン
タ
ー
を
楽
し
く
、

活
気
の
あ
る
学
び
の
場
と
す

る
た
め
、
学
生
サ
ー
ク
ル
、

同
窓
会
、
学
習
セ
ン
タ
ー
の

三
者
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
団

体
で
す
。

3
回
目
の
探
訪
は
、
東
京

世
田
谷
学
習
セ
ン
タ
ー

（
一
九
八
五
年
当
時
の
名
称

は
東
京
第
一
学
習
セ
ン
タ
ー
）

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
東
横

線
「
学
芸
大
」
下
車
、
徒
歩

約
15
分
で
学
習
セ
ン
タ
ー
に

到
着
、
秋
鹿
（
あ
い
か
）
研

一
所
長
（
上
原
孝
夫
事
務
長

同
席
）
の
お
話
を
伺
っ
た
後
、

施
設
の
主
要
分
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
さ
ん
と
の
対
話
が

大
切
で
す

所
長
は
自
然
科
学
系
の

「
触
媒
」
が
ご
専
門
と
か
、

背
後
の
黒
板
に
書
い
て
あ
る

た
く
さ
ん
の
化
学
記
号
が
い

や
で
も
目
に
入
り
ま
す
。
着

任
３
年
を
超
え
る
所
長
は
、

放
送
大
学
学
生
の
熱
心
で
情

熱
を
注
い
で
い
る
勉
学
振
り

に
お
お
い
に
意
気
に
感
ず
る

と
熱
心
に
話
さ
れ
る
ご
様
子

に
一
同
深
く
感
銘
を
う
け
ま

し
た
。
ま
た
、
学
生
と
の
対

話
を
心
が
け
、
時
間
を
見
つ

け
て
学
生
の
話
に
耳
を
か
た

む
け
て
お
ら
れ
る
由
、
こ
れ

は
人
種
等
の
多
様
性
に
富
む

米
国
へ
留
学
の
時
に
身
に
つ

け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

地
域
の
一
員
と
し
て

地
域
社
会
と
の
交
流
、

世
田
谷
学
習
セ
ン
タ
ー
内

に
「
下
馬
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

を
開
き
近
隣
の
か
た
が
た
に

利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
、

週
一
回
で
す
が
好
評
を
博
し
、

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
顔
を
出

し
て
い
る
う
ち
に
こ
の
学
校

が
意
外
と
身
近
な
存
在
だ
と

気
が
つ
き
ま
し
た
。
」
と
は
、

ご
近
所
の
住
民
の
声
。

世
田
谷
区
・
目
黒
区
・
大

田
区
さ
ら
に
横
浜
市
・
八
王

子
市
と
共
催
し
、
講
演
会
及

び
市
民
大
学
講
座
を
受
持
っ

て
い
ま
す
。
区
役
所
等
と
の

調
整
は
事
務
長
が
、
講
師
依

頼
は
所
長
が
と
役
割
分
担
し

て
宜
し
く
こ
と
を
は
こ
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。
一
例
と
し

て
、
公
開
講
演
会

「
死
に

向
か
う
備
え
」
、
平
成
21
年

8
月
8
日
（
土
）
午
後

会

場
：
目
黒
区
役
所
総
合
庁
舎
、

共
催
：
目
黒
区
教
育
委
員
会
、

詳
細
は
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

９
階
掲
示
板
。

環
境
問
題
へ
の

取
組
み

本
学
習
セ
ン
タ
ー
独
自
の

取
組
み
と
し
て
、
ゼ
ミ
OB
の

集
ま
り
か
ら
発
展
し
た
「
放

送
大
学
環
境
研
究
会
」
が
あ

り
、
廃
タ
イ
ヤ
を
パ
ラ
オ
か

ら
日
本
に
持
っ
て
き
て
処
理

す
る
な
ど
パ
ラ
オ
貢
献
を
行

い
、
パ
ラ
オ
大
統
領
か
ら
感

謝
状
を
頂
い
た
そ
う
で
す
。

建
物
は
、
東
京
府
青
山
師

範
学
校
（
現
東
京
学
芸
大
学
）

付
属
世
田
谷
小
学
校
と
し
て

一
九
三
六
年
に
建
て
ら
れ
、

一
九
八
一
年
九
月
か
ら
二
年

ほ
ど
放
送
大
学
本
部
の
仮
事

務
所
と
し
て
使
用
し
て
お
り

ま
し
た
。
施
設
は
、
学
習
セ

ン
タ
ー
に
一
般
的
に
あ
る
施

設
に
加
え
、
和
室
、
体
育
館
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
備
え
て
お

り
ま
す
。
課
外
活
動
は
、
テ

ニ
ス
サ
ー
ク
ル
４
団
体
を
始

め
、
学
生
団
体
は
15
団
体
で
、

ほ
か
に
囲
碁
等
小
人
数
の
趣

味
の
集
り
が
あ
る
そ
う
で
す
。

OB
の
団
体
は
、
「
東
京
第
一

同
窓
会
」
と
名
づ
け
現
在
に

至
っ
て
お
り
、
学
習
セ
ン
タ
ー

の
名
称
が
〔
東
京
世
田
谷
学

習
セ
ン
タ
ー
〕
と
変
更
に
な
っ

て
も
旧
名
称
の
ま
ま
と
い
う

こ
と
は
、
江
戸
っ
子
気
質
の

一
端
に
ふ
れ
た
よ
う
で
も
あ

り
、
微
笑
ま
し
く
感
じ
ま
し

た
。（

荒
川
、
大
澤
、
岡
里
、

森
岡
）

「
生
涯
学
習
と
は
、

自
分
自
身
の
た
め
、

自
分
の
自
発
的
意

思
で
、
自
分
の
選

択
し
た
方
法
で
行

う
学
習
活
動
で
あ

り
、
成
人
前
の
学

校
教
育
、
成
人
期

の
社
会
教
育
や
職
業
教
育
、

高
齢
期
教
育
を
も
含
め
た
一

生
涯
の
全
学
習
」
を
示
し
て

い
る
。

「
生
涯
学
習
の
基
盤
は
、

学
校
教
育
に
あ
る
」
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
頃
の
私

に
と
っ
て
成
人
前
ま
で
の
学

校
教
育
は
、
自
主
的
・
自
律

的
学
習
と
い
う
感
覚
に
は
少

し
遠
い
感
じ
が
し
て
い
た
の

は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
こ
で
学
ん
だ
知
識
と
経
験

が
、
そ
の
後
の
私
の
人
生
で

の
行
動
や
意
思
の
遂
行
に
生

か
さ
れ
た
こ
と
は
、
学
校
で

の
学
習
の
成
果
で
あ
っ
た
と

認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ

な
ら
「
生
涯
学
習
と
い
う
も

の
は
、
教
育
を
提
供
す
る
側

の
発
想
で
は
な
く
、
学
習
す

る
側
の
自
主
的
・
自
律
的
な

学
習
の
意
思
が
大
切
で
あ
る
」

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

私
が
社
会
人
と
な
り
、
そ

の
中
で
業
務
知
識
の
み
な
ら

ず
、
社
会
常
識
や
問
題
解
決

の
手
段
な
ど
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の

学
校
教
育
の
基
礎
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
う
。
特
に
成
人

以
降
に
学
ん
だ
も
の
は
、
自

分
の
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
、

自
主
的
・
自
律
的
な
学
習
活

動
で
あ
り
、
人
生
上
の
問
題

解
決
の
手
段
と
も
な
る
も
の

で
あ
る
と
思
う
。

笹
原

誠
二

第３号 学 生 新 聞 平成２１年７月１５日
1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

学生手帳

埼
玉
C
S
C
交
流
会

代
表
に

篠
田
安
彦
氏
を
選
出

六
月
十
八
日

代
表
者
会
議
開
催

21
年
度
活
動
計
画

第
２
号
で
お
知
ら
せ
の
金

賞
受
賞
者
の
上
村
武
夫
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
入
学
の
き
っ
か
け

は
何
で
し
ょ
う
か
？

Ａ

４
年
制･

通
信
制･

時
間

の
制
約
が
無
い
、
三
つ
の
特

徴
と
多
彩
な
教
授
陣
に
加
え

て
、
学
習
セ
ン
タ
ー
が
近
く

に
在
る
こ
と
で
し
た
。

Ｑ

五
専
攻
を
制
覇
す
る
の

に
何
年
係
り
ま
し
た
か
？

Ａ

12
年
か
か
り
ま
し
た
。

Ｑ

勉
強
の
秘
訣
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
教
え
く
だ
さ
い
。

Ａ

興
味
の
あ
る
分
野
か
ら

始
め
て
、
範
囲
を
広
げ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ

途
中
で
辞
め
よ
う
と
お

思
い
に
な
っ
た
こ
と
は
？

Ａ

マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
挑
戦

な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
無
か
っ
た
。

Ｑ

特
に
お
感
じ
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

語
学
力
が
無
い
の
を
痛

感
し
て
い
る
。

Ｑ

今
後
の
ご
予
定
は

Ａ

今
後
「
心
理
と
教
育
」

へ
入
学
の
予
定
。
受
講
し
易

い
条
件
の
裏
側
で
は
、
安
易

な
気
持
ち
で
の
対
応
が
あ
り
、

思
う
通
り
の
成
果
が
上
が
っ

た
の
か
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。

的
を
絞
り
込
む
こ
と
に
至

ら
ず
に
、
一
応
の
ゴ
ー
ル
を

し
て
し
ま
っ
た
の
が
心
残
り

で
、
再
挑
戦
で
す
。
「
老
化
？

に
対
応
し
た
心
掛
け
」
「
気

力
と
の
戦
い
」
に
な
り
そ
う

で
す
。試

験
・
科
目
登
録
を
前

に
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
・
岡
里
）

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
に
向
け
て

上
村
武
夫
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

就
任
挨
拶

篠
田
安
彦

放
送
大
学
埼
玉
C
S
C
交
流
会
代
表

増
岡
氏
の
後
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
「
江
戸
時
代
の
古
文
書

を
読
む
会
」
の
篠
田
安
彦
と
申
し
ま
す
。

学
生
新
聞
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
ご
挨

拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

毛
利
セ
ン
タ
ー
長
の
、
「
学
び
」
に

対
す
る

奥
深
い
理
解
と
ス
タ
ン
ス
の

幅
広
さ
、
敏
速
な
対
策
と
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
深
く
共
鳴
し
、
具
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、
地
域
の

生
涯
学
習
に
貢
献
す
る
人
、
自
己
向
上

心
に
向
き
合
う
人
な
ど
多
種
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
擁
す
る
大
勢
の
方
々

が
お
ら
れ
ま
す
。
C
S
C
交
流
会
活
動

の
様
々
な
場
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

意
見
を
述
べ
、
悩
み
、
憂
い
、
楽
し
み

合
い
な
が
ら
、
お
互
い
が
理
解
と
協
力

の
も
と
に
自
己
を
高
め
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
が
明

る
く
楽
し
い
「
学
び
の
場
」
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
私
事
で

す
が
酒
席
で
の
対
話
・
会
話
大
好
き
で

笑
い
の
場
所
提
供
者
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
理
解
と
協
力
の
基
に
同
胞
諸
士

の
参
加
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退
任
挨
拶

増
岡
法
子

月
日
の
経
つ
の
は
な
ん
と
速
い
事

だ
ろ
う
…
。
本
当
に
一
年
っ
て
ア
ッ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
。

そ
う
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

放
送
大
学
は
人
材
の
宝
庫
で
あ
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
最
大
の
行
事
で
あ
る
放
送
大

学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
埼
玉
フ
ェ
ス

タ
が
無
事
終
わ
り
、｢

学
生
新
聞｣

を
立

ち
上
げ
て
い
る
う
ち
に
、
私
の
任
期
一

年
が
過
ぎ
た
。
そ
し
て
、
サ
ー
ク
ル

｢

古
文
書
の
会｣

の
篠
田
さ
ん
が
引
き
継

い
で
く
だ
さ
る
事
に
な
っ
た
。
本
当
に

あ
り
が
た
い
事
だ
。
人
当
た
り
の
良
さ
、

な
か
な
か
の
学
者
で
も
あ
り
ま
す
。

勿
論
、
引
き
続
き
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
副
代
表

と
し
て
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
手
助
け

を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
す
ば
ら

し
い
新
代
表
に
、
大
い
に
期
待
し
て
、

応
援
し
て
い
き
ま
す
。
引
き
継
い
で
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み

ん
な
で
新
代
表
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
タ
ッ
チ

ト
ゥ
ー

シ
ノ
ダ
。

探
訪
コ
ー
ナ
ー
第
３
回

東
京
世
田
谷
学
習
セ
ン
タ
ー

役
員
選
出

第
3
回
フ
ェ
ス
タ

新
旧
代
表
挨
拶

吉
森

賢
・
松
崎

博
両
客
員
教
授
に
よ
る

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
「
サ
ロ
ン
」
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
専
門
的
な
話
題
か
ら
身
近
な
話
題
ま

で
幅
広
く
両
先
生
が
お
話
し
、
学
生
の
皆
さ

ん
が
自
由
に
質
問
・
討
論
に
参
加
で
き
、
授

業
と
は
一
味
違
っ
た
ひ
と
時
で
す
。

第
１
回
は
６
月
21
日
（
日
）
「
１
９
２
９

年
の
世
界
大
恐
慌
～
ア
メ
リ
カ
の
株
価
暴
落

と
そ
の
原
因
・
結
果
～
」
と
題
し
て
吉
森
先

生
が
、
第
２
回
は
、
６
月
28
日
（
日
）
「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
負
け
る
な
」
と

題
し
て
松
崎
先
生
が
お
話
さ
れ
、
多
く
の
学

生
が
参
加
し
、
大
変
好
評
で
し
た
。
（
時
間

は
、
い
ず
れ
も
10
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
）

「
サ
ロ
ン
」
の
開
設
は
不
定
期
で
す
が
、
セ

ン
タ
ー
内
の
掲
示
板
及
び
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
早
め
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
な
た
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

両
教
授
サ
ロ
ン
開
設



サ
ー
ク
ル
お
お
み
や

8
月
22
日
（
土
）
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
14
時
か
ら

下
期
活
動
計
画
の
策
定
と

9
月
合
宿
の
詳
細
説
明

9
月
30
日
（
水
）
～
10
月
1

日
（
木
）
長
野
で
合
宿

う
え
る
か
む

８
月
４
日
（
火
）
頃

暑
気

払
い

レ
ス
ト
ラ
ン

K
A

Z
A
N

（
銀
座
）
を
予
定

９
月

二
村
さ
ん

帰
国
報

告
会

イ
ン
タ
ー
シ
ッ

プ
ア
メ
リ
カ
編
と
チ
ェ
コ

報
告
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

10
月

横
浜
い
ち
ょ
う
団
地

見
学

担
当

神
奈
川

学
習
セ
ン
タ
ー
予
定

江
戸
時
代
の
古
文
書
を

読
む
会

9
月
分
の
勉
強
会
日
程

9
月
12
日
（
土
）

9
階
講
義
室

26
日
（
土
）
8
階
会
議
室

放
送
大
学
熟
年
会

毎
月
第
2
火
曜
日
は
勉
強
会
、

8
月
11
日
「
有
機
農
業
」

9
月
8
日
「
最
近
の
電
力

事
情
」
の
勉
強

第
2
火
曜
日
以
外
の
火
曜
日

は
、
PC
教
室

午
前
中
は
ワ
ー
ド
や
エ
ク

セ
ル
の
基
礎
、
午
後
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
ジ
カ
メ
な

ど
応
用
を
中
心
に
勉
強

イ
ベ
ン
ト

８
月
５
日
黒
浜
沼
蛍
狩
り

８
月
21
日
青
春
18
切
符
で
野

辺
山
天
文
台

9
月
16
日
は
東
京
電
力
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所
見
学

同
窓
会

９
月
27
日
（
日
）
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
の
第
１
学
期
卒
業

証
書
・
学
位
記
授
与
式
終
了

後
、
８
階
講
堂
会
議
室
に
て

同
窓
会
主
催
の
祝
賀
会
を
開

催

俳
句

梶
野
愼
一

紫
陽
花
の

濡
れ
て
匂
へ
る

七
変
化

夕
立
や

思
案
す
る
背
に

傘
を
さ
し

団
扇
持
つ

手
を
か
え
唄
う

子
守
り
歌

（
放
送
大
学
前
理
事
）

大
類
と
く
江

秩
父
路
や

夏
炉
と
ろ
と
ろ

そ
ば
処

花
菖
蒲

田
山
花
袋
が

生

ま
れ
郷

川
柳

四
倉

光

病
院
に
て
詠
め
る

病
院
で

後
期
高
齢

納
得

し
病
院
は

姨
捨
山
の

九
合

目
院
内
に

う
つ
ろ
に
ひ
び
く

笑
い
声

鬱
陶
し
い
梅
雨
空
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
ま
も
な
く
晴

天
の
夏
と
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
と
と
も
に
、
試
験
の
季

節
に
な
る
の
は
、
学
生
の
宿

命
で
す
。
日
頃
の
不
勉
強
を

後
悔
し
つ
つ
泥
縄
の
勉
強
を

す
る
の
も
い
つ
も
の
こ
と
と

自
嘲
し
て
い
ま
す
。

学
生
新
聞
第
3
号
を
お
届

け
し
ま
す
。
編
集
委
員
の
皆

さ
ん
も
だ
い
ぶ
馴
れ
て
き
て
、

編
集
作
業
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
学
生
新
聞
は

皆
さ
ん
の
情
報
紙
と
し
て
愛

読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

次
号
は
9
月
発
行
予
定
で

す
。
詩
歌
随
想
な
ど
皆
様
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
若
松
）

第３号 学 生 新 聞 平成２１年７月１５日
2

俳
諧
雑
記
（
三
）

榊
原
敏
子

「
去
来
抄
」
を
調
べ
た
序

に
他
の
俳
人
の
俳
論
ら
し
き

も
の
も
読
ん
で
み
ま
し
た
。

蓼
太
編
『
俳
諧
無
門
関
』

に
「
水
の
音
」
と
題
し
て

「
古
い
け
や
蛙
飛
び
こ
む

水
の
音
」
は
せ
お

が
あ
り

ま
し
た
。
其
角
が
「
山
吹
や

の
五
文
字
を
置
い
て
荘
厳
せ

ば
い
か
ん
」
と
言
っ
た
と
こ

ろ
、
芭
蕉
は
「
汝
に
在
り
て

は
可
也
、
余
に
お
い
て
は
不

可
な
り
」
と
宣
っ
た
と
あ
り

ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
和
漢
朗
詠

集
を
読
む
用
が
あ
っ
て
、
そ

こ
に
「
か
わ
づ
な
く
か
ん
な

び
川
に
か
げ
見
え
て
い
ま
や

散
る
ら
ん
や
ま
ぶ
き
の
花
」

（
厚
見
女
皇
）
と
あ
り
ま
し

た
。其

角
も
既
に
こ
れ
を
読
ん

で
い
た
。
そ
こ
で
安
易
に

「
蛙
」
に
「
や
ま
ぶ
き
」
を

取
り
合
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。

芭
蕉
も
そ
れ
を
見
透
か
し
て

い
た
。

こ
の
「
古
池
や
」
の
句
は

『
あ
つ
め
句
』
の
中
に
入
っ

て
い
ま
す
。
『
あ
つ
め
句
』

と
『
か
し
ま
詣
』
は
共
に
巻

子
仕
立
で
一
双
に
し
て
一
つ

の
箱
に
納
ま
っ
て
い
ま
す
。

揮
毫
の
相
手
は
杉
風
だ
っ
た

と
推
定
さ
れ
、
何
か
の
お
礼

に
使
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

『
か
し
ま
詣
』
（
貞
享
四
年
）

は
、
そ
の
頃
芭
蕉
参
禅
の
師

仏
頂
和
尚
が
鹿
島
神
宮
の
近

く
の
根
本
寺
に
お
ら
れ
る
の

を
尋
ね
て
行
っ
た
時
の
紀
行

文
で
す
。
当
時
の
芭
蕉
は
禅

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

『
新
古
今
集
』
の
頃
の
蛙

は
な
い
て
い
ま
し
た
。
芭
蕉

の
蛙
は
飛
び
こ
ん
だ
こ
と
に

よ
っ
て
周
り
に
深
い
静
寂
を

生
ん
だ
の
で
す
。
「
古
池
や

蛙
飛
び
こ
む
水
の
音
」
は
、

芭
蕉
の
禅
の
境
地
と
近
い
も

の
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。芭

蕉
は
古
歌
、
漢
詩
な
ど

を
取
る
場
合
そ
の
詩
に
す
が

ら
ず
、
せ
め
上
げ
て
句
作
り

を
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
芭

蕉
の
句
か
ら
は
い
つ
も
奥
行

き
の
深
さ
と
広
が
り
を
感
じ

ま
す
。

芭
蕉
は
、
言
葉
の
使
わ
れ

て
き
た
伝
統
の
本
意
を
踏
ま

え
て
そ
の
上
で
、
そ
れ
に
囚

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
に

創
造
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
だ
か
ら
い
つ
読
ん

で
も
新
鮮
な
感
じ
を
読
む
者

に
与
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

（
次
号
に
続
く
）

秋
葉
栄
一

放
送
大
学
で
受
講

し
た
「
二
十
世
紀
の

中
国
文
学
」
の
講
座

を
始
め
中
国
関
係
書

を
学
習
し
て
、
魯
迅

に
関
す
る
な
か
で
内

山
完
造
に
関
心
を
懐

き
ま
し
た
。
昨
今
、

日
中
間
の
友
好
親
善

を
図
る
こ
と
が
久
し

く
云
わ
れ
て
る
時
、

内
山
完
造
が
当
時
中

国
国
内
情
勢
に
翻
弄

さ
れ
て
い
た
若
い
魯

迅
を
匿
い
、
面
倒
を

み
て
い
た
こ
と
が
強

烈
に
印
象
に
残
っ
た
。

日
中
間
の
交
流
を

深
め
る
の
に
国
の
為

政
者
同
士
の
レ
ベ
ル

を
考
え
る
だ
け
で
な

く
、
内
山
完
造
の
よ

う
に
時
勢
に
流
さ
れ

ず
信
念
を
持
っ
て
庶

民
派
の
行
動
す
る
人

が
必
要
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
内
山

完
造
は
ど
う
い
う
人

と
な
り
で
あ
る
か
触

れ
て
み
た
い
と
思
う
。

内
山
完
造
は
明
治

十
八
年
に
岡
山
県
に

生
ま
れ
、
村
の
高
等

小
学
校
を
中
退
し
大

阪
へ
出
て
商
家
の
丁

稚
奉
公
で
働
き
真
面

目
な
仕
事
ぶ
り
で
手

代
頭
に
も
な
っ
た
が
、

店
員
の
改
善
問
題
が

ひ
っ
か
か
っ
て
丁
稚

た
ち
を
扇
動
し
た
廉

で
番
頭
の
座
を
目
前

に
し
て
解
雇
さ
れ
て

し
ま
う
。
取
引
先
の

紹
介
で
友
禅
を
扱
う

店
の
番
頭
に
な
っ
た

が
、
雑
役
ば
か
り
や

ら
さ
れ
、
い
や
に
な
っ

て
辞
め
て
し
ま
う
。

そ
の
時
京
都
教
会
の

牧
師
に
相
談
し
た
の

が
縁
で
、
大
阪
の
参

天
堂
（
大
学
目
薬
）

が
上
海
行
き
の
店
員

を
募
集
し
て
い
る
と

聞
い
て
、
参
天
堂
の

海
外
出
張
員
と
な
っ

て
中
国
各
地
を
歩
く

こ
と
に
な
っ
た
の
が
、

中
国
と
の
深
い
関
係

を
作
る
こ
と
に
な
る
。

中
国
語
を
知
ら
な

い
内
山
が
中
国
に
惹

か
れ
た
の
は
、
唐
詩

と
洞
庭
湖
の
光
景
に

感
動
し
た
こ
と
と
、

も
う
一
つ
大
事
な
こ

と
は
大
学
目
薬
を
売

り
歩
い
て
、
中
国
の

商
人
道
に
感
化
を
受

け
た
こ
と
に
も
よ
る
。

こ
れ
が
内
山
書
店
の

顧
客
に
「
信
用
貸
し
」

す
る
基
に
な
っ
た
。

激
動
す
る
中
国
各
地

を
歩
い
て
い
る
う
ち

に
内
山
は
反
日
抗
日

の
民
族
運
動
の
高
ま

り
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
に
な
り
、

日
中
関
係
と
い
う
重

い
課
題
を
自
覚
す
る

よ
う
に
な
る
。
一
旦

誠
実
さ
が
分
か
る
と

中
国
人
は
信
用
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

内
山
の
商
売
は
順
調

に
進
ん
だ
。
中
国
に

渡
っ
て
三
年
目
の
大

正
四
年
に
帰
国
し
て

い
た
内
山
に
結
婚
話

が
持
ち
出
さ
れ
、
京

都
出
身
の
井
上
美
喜

と
い
う
気
立
て
が
よ

く
美
人
で
内
山
は
す

ぐ
気
に
入
り
二
人
揃
っ

て
上
海
に
行
っ
た
。

家
庭
を
上
海
に
構
え
、

夫
は
目
薬
販
売
で
各

地
を
回
っ
て
い
て
家

を
留
守
し
が
ち
だ
っ

た
。
そ
こ
で
妻
は
退

屈
し
の
ぎ
に
玄
関
に

み
か
ん
箱
を
並
べ
本

を
置
い
た
の
が
、
内

山
書
店
の
始
ま
り
で

あ
っ
た
。

（
次
号
に
続
く
）

投
稿
コ
ー
ナ
ー

魯
迅
と
交
流
し
て
い
た

「
内
山
完
造
」
を
想
う

（
一
）

サ
ー
ク
ル
案
内

詩
歌
・
川
柳

学
生
作
品
の
展
示
施

設
を
利
用
し
ょ
う
。

9
階
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
学

生
や
同
窓
生
の
方
々
の
写
真

や
絵
画
、
書
道
な
ど
の
作
品

を
展
示
で
き
る
施
設
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く

の
施
設
で
す
か
ら
大
い
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は

10
階
事
務
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
現
在
展
示

中
の
作
品
は
上
倉
清
一
さ
ん

の
絵
画
「
南
ア
ル
プ
ス
展
望
」
、

長
尾
明
美
さ
ん
の
絵
画
「
神

の
愛
に
囲
ま
れ
て
」
、
増
岡

法
子
さ
ん
の
「
年
賀
状
集
」

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
作
者
の
説

明
が
付
い
て
い
ま
す
。
展
示

者
増
岡
さ
ん
か
ら
の
お
願
い
。

一
年
に
一
度
の
心
の
こ
も
っ

た
ご
挨
拶
、
年
賀
状
。
そ
れ

は
そ
れ
は
、
一
人
だ
け
で
見

る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
た

く
さ
ん
年
賀
状
の
宝
物
が
あ

る
中
で
一
部
を
紹
介
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
き
っ
と
皆

様
も
、
一
人
だ
け
で
見
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
年

賀
状
や
絵
手
紙
な
ど
あ
る
で

し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
で
な
く

て
も
い
い
の
で
そ
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
、

封
筒
に
入
れ
て
学
習
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。

提
供
者
の
名
前
を
封
筒
に

書
い
て
、
で
き
れ
ば
一
言
そ

え
て･

…
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
後
記

「
少
子
高
齢
社
会
」

に
思
う

笹
原

誠
二

近
頃
、
子
供
た
ち
の
姿
を

見
か
け
る
こ
と
が
め
っ
き
り

少
な
く
な
っ
た
。

私
の
住
ん
で
い
る
地
域
で

も
、
近
く
に
小
学
校
、
中
学

校
、
幼
稚
園
と
多
く
の
通
学
・

通
園
施
設
が
あ
る
の
だ
が
、

休
み
の
日
で
さ
え
子
供
た
ち

の
声
が
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

特
に
小
学
生
の
姿
が
少
な
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

数
年
前
ま
で
、
よ
く
目
に

し
て
い
た
上
級
生
を
中
心
と

し
た
集
団
登
校
の
様
子
が
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
の
が
淋
し

い
感
じ
が
す
る
。

地
域
社
会
の
活
動
と
し
て
、

自
治
会
で
の
夏
祭
り
の
盆
踊

り
大
会
、
御
神
輿
巡
行
や
花

火
大
会
開
催
に
お
い
て
も
、

一
昔
前
ま
で
は
、
若
者
や
子

供
た
ち
の
参
加
で
大
変
賑
わ
っ

て
い
て
、
華
や
か
な
催
し
で

あ
っ
た
が
、
い
ま
や
、
白
髪

混
じ
り
の
中
高
年
が
中
心
で
、

ビ
ー
ル
の
酒
盛
り
大
会
が
目

に
つ
く
お
祭
り
で
は
、
何
ん

と
な
く
さ
ま
に
な
ら
な
い
よ

う
に
思
う
。

過
日
、
妻
と
二
人
で
、
花

見
弁
当
を
携
え
て
、
近
く
の

「
東
武
動
物
公
園
」
に
出
か

け
た
が
、
ま
だ
目
当
の
桜
の

花
は
３
分
咲
き
で
、
花
見
に

は
少
し
早
す
ぎ
た
感
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
桜
の
花

よ
り
も
、
春
休
み
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
の

快
晴
の
公
園

で
、
小
・
中

学
生
の
集
団

や
親
子
連
れ
の
幼
児
た
ち
で

園
内
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
を

見
て
大
変
楽
し
か
っ
た
。

遊
戯
施
設
の
乗
物
で
、
歓

声
を
挙
げ
な
が
ら
、
ス
リ
ル

を
楽
し
ん
で
い
る
姿
や
、
広

い
芝
生
の
中
で
、
弁
当
を
広

げ
た
り
、
飲
み
物
を
飲
ん
だ

り
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
食
べ

て
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
、

な
ん
と
な
く
こ
ち
ら
ま
で
若

や
い
だ
華
や
か
な
気
分
に
な
っ

た
。確

か
に
、
現
在
は
「
少
子

高
齢
社
会
」
と
言
わ
れ
、
こ

の
ま
ま
の
出
生
率
を
続
け
て

い
る
と
、
六
五
歳
以
上
の
高

齢
化
率
は
２
０
３
０
年
頃
に

は
35
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
に
達

す
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。

最
近
、
「
少
子
化
対
策
」

が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

人
口
減
少
と
少
子
化
の
波
の

中
で
、
早
急
に
「
安
心
し
て

産
み
、
育
て
る
社
会
」
の
構

築
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

産
婦
人
科
、
小
児
科
な
ど

の
医
療
施
設
の
確
保
と
充
実

を
基
本
的
要
素
と
し
て
、
出

産
手
当
、
育
児
手
当
の
支
給

改
善
、
育
児
休
暇
の
完
全
実

施
、
地
域
社
会
を
中
心
と
す

る
母
子
支
援
体
制
の
確
立
、

若
者
世
代
に
対
す
る
自
立
化

促
進
な
ど
の
経
済
的
、
社
会

的
な
一
貫
し
た
諸
施
策
の
展

開
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
と

思
う
。

声
欄

．「

学
生
証
」

忘
れ
て
い
ま
せ

ん
か
？

新
年
度
か
ら
学
生
証
が
新

し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
セ

ン
タ
ー
に
一
人
さ
び
し
く
待
っ

て
い
る
学
生
証
が
相
当
数
あ

る
そ
う
で
す
。
単
位
認
定
試

験
も
近
づ
き
ま
し
た
。
至
急
、

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画

週
間
講
演
会

「
笑
っ
て
考
え
よ
う
！
家
庭

の
こ
と
。
仕
事
の
こ
と
。
未

来
の
こ
と
。
」

日
時
：
７
月
26
日
（
日
）

14
時
～
15
時
半

会
場
：
埼
玉
県
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー
（W

i
t
h

Y
ou

さ
い
た
ま
）

（J
R

さ
い
た
ま
新
都
心
駅
か

ら
徒
歩
約
５
分
）

講
師
：
瀬
地
山

角
（
せ
ち

や
ま

か
く
）
氏
（
東
京

大
学
准
教
授
）

定
員
：
１
３
０
人
（
入
場
無

料
）
（
保
育
・
手
話
通
訳

要
問
合
せ
）
問
い
合
わ
せ

は
同
セ
ン
タ
ー
（
０
４
８
・

６
０
１
・
３
１
１
１
）
へ
。


